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２５日（月）・２８日（木）を
登校可能日として設定します！

５月３１日までの臨時休業中、県立高校の登校可能日の設定等を受け、５月１８日の市の対策本部会議

で、５月２５日の週において、２日を上限に登校可能日・登園可能日の設定が可能と決まりました。

本校におきましても、５月中に設定しております相談日を登校可能日に変更し、下記のとおりに登校可

能日を設定致します。６月１日からの学校再開に向けて、スムーズに学校生活に適応できることに主眼を

置いています。尚、この登校可能日につきましては、相談日同様、参加を強制するものではありません。

あくまでも、本人・ご家庭の実情に合わせ、有効活用して頂きますよう、ご理解をお願い申しあげます。

また、毎週木曜日に設定していました、保護者対象の相談会は、今週も予定通り開催いたします。

登校可能日について
（１）日 時 ５月２５日（月） ５月２８日（木）

通常通り８：２０登校 ～１１：３０ （バス１２：０５）

（２）場 所 西紀中学校各教室・学習室等

（３）内 容 各学年で時間帯を設定して実施します。

①学習課題等の回収、配布

②個別の教育相談、健康観察

③学習支援、生活支援等

（４）その他 ※授業日ではありませんので、出欠には関係しません。登校可能日に参加できな

い場合は、家庭訪問等で対応いたします。

※三密を控え、消毒やマスク着用の徹底等、感染防止には万全を期しす。

６月１日より学校を再開します！
新型コロナウイルス感染拡大予防のため、３月３日より約３ヶ月間、ほぼ臨時休業の毎日。ようやく緊

急事態宣言も解除され、来週より学校再開が出来る状態となりました。本校でも、再登校に向けて、準備

を進めています。

当然、最大の関心事であり課題は、約３ヶ月間の授業時数をどのように確保していくのかということで

す。なるほど、授業時間の確保は大切です。それ以外にも、やっていかなければならないことは山積して

います。しかし、学校生活がストップしたこの３ヶ月間で、学校生活を中心に形作られていた、生徒の生

活リズム・生活習慣は乱れています。部活動もなく外出も控えていたため、生徒の体力も低下しています。

まだまだ続く不透明な状態の中、不安や悩みを抱えている生徒も少なくありません。当然、感染予防対策

も、引き続き必要となっています。これまでの学校生活を通して、身につけてきたものが崩壊してしまっ



たと言っても過言ではないのです。よって、まずは、あせらず、早く生活のリズムや学習のリズムを取り

戻すことが大切となってきます。生徒の体調面や体力面、学校生活への適応にも丁寧に対応していきたい

と考えております。

保護者の皆様には、臨時休業中の３ヶ月、学校等の方針にご理解を頂き、各家庭で生徒の生活や学習に

ご指導頂きましたこと、家庭訪問や相談日等の設定にもご協力頂きましたことに、本当にお礼申しあげま

す。再開後は、あせらずに上記のような方針で指導していきますので、重ねて宜しくお願い致します。

当面の予定
（１）６／１は３時間実施後、下校（１２：００）、バス（１２：０５）とします。

給食はありません。６／２より、給食・部活動を実施します。

（２）６／２～６／５は、４５分授業に短縮して、１６：３０下校とします。２週目からは通常

通りの時間帯とします。

（３）１学期の予定等、詳細に関しましては、今後、追ってご連絡いたします。

６月の主な行事予定
１日（月）衣替え 全校集会 12:00下校 １１日（木）人権朝会 SC来校
２日（火）給食開始 １５日（月）生徒会学級討議 ６時間授業

３日（水）自転車点検 １年交通訓練 校外生徒会 PTA総務部会(19:30)
４日（木）家庭学習の日 身体測定 １６日（火）１年生仮入部

生徒会専門委員会 SC来校 １７日（水）１年生仮入部

５日（金）１年生部活動見学 １８日（木）家庭学習の日 SC来校
７日（日）PTA美化作業（8:00１・２年保護者） １９日（金）１年生正式入部

PTA体育厚生部会 ２２日（月）学年朝会 ６時間授業

８日（月）学年朝会 ３年生実力テスト ２４日（水）生徒会中央委員会

６時間授業 ２５日（木）家庭学習の日 SC来校
９日（火）１年生仮入部 ２６日（金）第１回生徒総会

１０日（水）１年生仮入部 ２８日（日）英語検定

１１日（木）家庭学習の日 避難訓練 ２９日（月）全校朝会 ６時間授業

コロナから見えてきたこと・・！
今回のコロナウイルス感染拡大による緊急事態宣言、休業要請、外出自粛、約３ヶ月に及ぶ臨時休業は、

歴史上、異例の状態となりました。大部分の人が未経験のこととなりました。当然、私も、教師生活３６

年目で初めて経験することです。改めて、次のようなことを感じ、考えました。

まずは、「先が見えない不透明」ということが、こんなにしんどいものなのかを痛感しました。仕事で

も学習でも部活動でも、いくら大変であっても、目標・目的が見えているから、先が読めるから、そのた

めの手段が明確になっているから頑張れるのです。それが持てなかった今回・・・・？

次に、今後、自然災害も含め何が起こるかわからない時代です。今回のような感染症拡大のリスクは高

くなります。当然、社会の変革も更に急激に進みます。そんな中、大人も子どもも、前向きに臨機応変に

対応していこうとする姿勢・対応できる力が必要です。同時に、自分の力だけでは限界があります。だか

らこそ、多くの人とつながっていることの大切さを痛感しました。

そして、児童・生徒の生活は、学校文化・学校生活を中心に形成されているということを再確認しまし

た。学校生活がストップして、生徒たちの生活リズム・学習リズムを中心に、全てが狂ってきました。新

たな問題・課題がいっぱい出てきました。なるほど、それでも大人は、自分の精神状態をコントロールし

て、自分で考え実践して対応していける。しかし、児童生徒には、その力が育っていない。だからこそ、

自己管理能力・自己教育力の育成が大切になっていくことを、最も痛感した３ヶ月でした。


